
                      小・高－１－ 

家庭学習の手引き（高学年） 

１  家庭学習の目標 

 

２ 家庭学習の３ヵ条 

 第１条  家庭学習は、自分の学び方を身に付け、自分から進んで取り組む学習です。 

                                 【主体的な学習の定着化】 

 第２条  家庭学習は、授業とつないだ学習ととらえ、学習の要点を整理し、まとめる学習です。 

     『宿題＋５分間復習＋自主学習＋１分間予習』を毎日継続します。 【基礎学力の定着】 

       授業 ⇒ 復習・予習 ⇒ 授業 ⇒ 復習・予習 ・・・ 

 第３条  家庭学習は、学習の理解を自分で判断し、目標と計画を立てて取り組むサイクル学習です。 

【自己マネジメント力の定着】 

３ 学習時間のめやす 

    高学年の家庭学習のめやすは、『学年×１０＋１０分』です。 

  【５年生が６０分、６年生が７０分】が目安！ 

４ ５分間復習と１分間予習 

５分間復習 １分間予習 

１ 今日学習したところの教科書のページを開

きましょう。 

２ 学習したところの教科書を音読して内容を

ふり返りましょう。 

３ 学習の要点やまとめに線を引きながら、自

分の考え方を見直し、まとめましょう。 

１ 教科書を開き、次時に学習するところ

を読みましょう。 

２ 新しい学習は何なのか、問いは何なの

か、考えましょう。 

３ 大切なことばやまとめの文は、線を引

きましょう。 

５ 家庭学習の取り組みについて 

 （１） 家庭学習のとらえ方について 

 

 

  （２） 家庭学習の流れについて 

〇 まず、「宿題」に取り組みましょう。 

〇 次に、「５分間復習」と「自主学習」に取り組みましょう。 

〇 最後に、「１分間予習」に取り組みましょう。 

  （３） ５分間復習と自主学習について 

〇 ５分間復習と自主学習は、セットで考えます。 

〇 ５分間復習では、教科書を開き、今日の授業の学習をふり返りながら、正しい知識と

考え方を確かめます。 

〇 自主学習は、自主学習ノートを開き、教科書の問題、特に、自分がよくわからなかっ

た問題にチャレンジし、学習の要点をまとめながら解いていきます。授業でやったとき

と考え方を比べて、自分のまちがいを直していくことが大切です。 

       復習の効果                 予習の効果                 継続の効果      

 

 

 

主体的な学習の定着化 基礎学力の定着 自己マネジメント力の育成 

家庭学習 宿題 ５分間復習 ＋ 自主学習 １分間予習 

授業で学習したこ

とをふり返り、学習

の要点を整理して、

まとめることが大切

です。 

次の授業が分かり

やすくなり、自分の

考えをしっかり持つ

ことができます。 

 

家庭学習の継続は、集

中力を高めます。また、

自分の力の伸びを感じる

ことができます。 



＜５年・国語科＞                                 小・高－２－ 

〇
月
□
日 

教
科
書 

△
▽
ペ
ー
ジ 

 

◆ 

学
習
内
容 

「
接
続
語
の
は
た
ら
き
」 

  
 
 
 
 
 

接
続
語
の
使
い
方
で
、
文
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
だ
ろ
う
か 

  
 

接
続
語
と
は
、
文
と
文
、
言
葉
と
言
葉
と
を
つ
な
ぐ
働
き
を
す
る
言
葉 

  
 

接
続
語
の
種
類 

  
 
 

① 

順
接 

  
 
 
 

Ａ
の
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
の
文 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

 
 
 

《
例
文
》
熱
が
三
十
八
度
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
学
校
を
休
ん
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 

熱
が
三
十
八
度
も
あ
っ
た 

の
で 
、
学
校
を
休
ん
だ
。 

  
 
 

② 

逆
接 

   
 
 
 

Ａ
の
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
の
文 

   
 
 

《
例
文
》
熱
が
三
十
八
度
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
校
に
行
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

熱
が
三
十
八
度
も
あ
っ
た 

の
に 

、
学
校
に
行
っ
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

接
続
語
の
使
い
方
で
、
文
と
文
と
の
つ
な
が
り
が
変
わ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
他
の
種
類
の
接
続
語
も
調
べ
て
み

た
い
。
つ
な
ぐ
言
葉
に
注
意
し
て
文
章
を
読
む
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
た
。 

  

 

＜５年・算数科＞ 

〇月□日 めあて 「小数の文章問題は、どのように考えて式を立てればよいのだろうか。」 

学習内容 (授業で取り上げた問題に再チャレンジする) 学習の気づき(自由に思考をメモする) 

教科書 

 Ｐ．■ 

 

《問題》 １ｍのねだんが８０円のリボンを 

２．５ｍ買いました。代金はいくら 

ですか？ 

〈授業のときに立てた式〉 

    ８０円 ÷ ２．５ｍ ＝ ３２円 

（教科書を見て、考え方を修正する。） 

※ 教科書や算数ノートを見て考え方を見直す。 

 

※ 教科書では数直線図をもとに式を考えていた 

         ２．５倍 

 

  ０    ８０     □   （円） 

  ｜     ｜      ｜    

  ０     １     ２．５  （ｍ） 

 

         ２．５倍 

〈数直線図から求めた式〉 

    ８０円 × ２．５ｍ ＝ ２００円 

《まとめ》 

文章問題は、数直線図をもとに何倍かを考えれ

ば、正しく式を立てることができる。 

〇 １ｍの代金が分かっていると

きの問題がむずかしかった。 

 

〇 ２．５ｍの代金が１ｍの代金

よりも安くなるのはおかしい｡ 

 

〇 数直線図を「横」に見ると、

２．５倍の関係になっているこ

とに気づいた。 

 

〇 数直線図で何倍の関係になっ

ているかを考えると、式を立て

ることができた。 

 

〇 １ｍあたりの代金が分かって

いるときは、かけ算の式になる

ことに気づいた。 

 

○！ 数直線を「たて」に見ても、

何倍かの関係から式を立てるこ

とができそうだ。 

問

い 

「
だ
か
ら
」「
そ
れ
で
」「
の
で
」 

「
し
か
し
」「
け
れ
ど
も
」
「
の
に
」 

ま

と

め 

２ 



＜５年・国語科＞                                小・高－３－ 

〇
月
□
日 

教
科
書 

△
▽
ペ
ー
ジ 

 

◆ 

学
習
内
容 

「
意
見
が
対
立
し
た
と
き
は
」 

 

 
 
 
 
 
 

意
見
が
対
立
し
た
と
き
、
自
分
な
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か
。 

       

〈
原
因
〉 

 
 

〇 

自
分
の
思
い
だ
け
を
言
い
続
け
て
い
る
か
ら
。 

  

〈
解
決
の
考
え
方
〉 

 
 

〇 

た
が
い
の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
き
合
う
。 

 
 

〇 

た
が
い
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
。 

 
 

〇 

た
が
い
の
意
見
を
大
切
に
し
て
、
話
を
前
に
進
め
る
。 

          

 
 
 
 
 
 
 
 

意
見
が
対
立
し
た
と
き
は
、
ま
ず
、
理
由
を
た
ず
ね
る

言
葉
を
使
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。 

  

＜５年・算数科＞ 

〇月□日 めあて 「小数のかけ算の筆算は、どのようにやればよいのだろうか。」 

学習内容 (授業で取り上げた問題に再チャレンジする) 学習の気づき(自由に思考をメモする) 

教科書 

 Ｐ．■ 

 

《問題》０．２４ × ０．１３ の筆算 

〈ミス〉 ０．２４ 

   × ０．１３ 

          

       ７２ 

      ２４ 

          

     ３．１２ 

（教科書を見て、考え方を修正する。） 

※ 教科書や算数ノートを見て考え方を見直す。 

 

※ 教科書では移動したけた数だけ積でもどした。 

〈正解〉 ０．２４  →  右へ２けた 

   × ０．１３  →  右へ２けた 

          

       ７２ 

      ２４ 

          

   ０．０３１２  ←  左へ４けた 

《まとめ》 

小数点を移した分だけ積の小数点をもどせば、

正しく計算できる。 

〇 小数点が付いていると、筆算

の仕方がむずかしい。 

〇 答えの小数点をどこに付けて

いいのか分からなかった。 

◆ 小数点が移動することの意味

を整理すると 

 １０倍は、右へ１けた移す。 

 １００倍は、右へ２けた移す。 

  １ 

 １０ は、左へ１けた移す。 

   １ 

 １００ は、左へ２けた移す。 

〇 小数×小数は、整数×整数と

して見るために、かけられる数

とかける数にそれぞれ１００倍

して小数点を移す。 

〇 積は、小数点を移した分だけ

もどせばいいことに気づいた。 

 

○？ 例えば、積の最後の位が０の

ときは、０を数えて小数点を打

っていいのだろうか？ 

問

い 
ま

と

め 

４ 

女
子
「
私
は
、
こ
っ
ち
が
い
い
と
思
う
。」 

男
子
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
よ
。
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
ず
っ
と
い
い
。」

よ
。
」 

女
子
「
私
は
、
こ
っ
ち
が
い
い
と
思
う
。」 

男
子
「
ど
う
し
て
そ
う
思
う
の
。
」
（
理
由
を
た
ず
ね
る
。） 

女
子
「
な
ぜ
か
と
い
う
と
・
・
・
・
・
・
だ
か
ら
だ
よ
。」 

男
子
「
確
か
に
、
そ
の
考
え
方
も
分
か
る
。
」
（
受
け
止
め
る
） 

男
子
「
そ
れ
な
ら
、
こ
う
し
た
ら
ど
う
か
な
？
」
（
提
案
し
て
次
へ
） 

〈原因〉 

 答えに小数点を打つ

とき、位に合わせて、

そのまま小数点を落と

して打ったこと。 



 


